






 

研究目的 

 早産の原因には種々の誘発因子があげられるが,その中でも早産児に付随し

てみられる胎盤の病理所見は,児の病変だけでなく,とくに子宮－胎盤間接合部

位の病変をも示し,母体疾患の影響を直接的に受けることが多く,胎盤の病理学

的検索が流早死産の病理学的研究において,かかせない資料を提出してくれる。

とくに本年度は昨年度迄の流死産胎盤の病理学的研究に加えて,主として早産

胎盤についての検討を中心として行った。 


